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水戸のまちの
IMAがわかる
フリーペーパー

TRIX MAG. paper はウェブサイトTRIX MAG.［トリックス マガジン］と連動して不定期発行するフリーペーパー。

TRI=3、X=10 で310=水戸を表し、水戸芸術館でもタワーのモチーフになっている10個の三角形をあしらっています。

アートや音楽、演劇、映画、ライフスタイルのカルチャーコラムを中心に、水戸のまちなかで行なわれる催しの情報を発信していきます。

裏通りからの水戸のまちなか再生に向け、昨年秋に始まった
「裡ミトづくり勉強会」と「まちで起業スクール」。
地域の方々のご支援により、それぞれに貴重な成果を挙げ、新しいステップへ！

http://www.trix-mag.com

ブックマークを
お願いします!
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まちみとラボが提案する水戸のキュレート・ポータルサイト
「TRIX MAG［トリックスマガジン］」

水
戸
の
ま
ち
を

　

も
っ
と
楽
し
む

官民連携まちなか再生推進事業（国土交通省） エリアプラットフォーム活動支援事業について

裏通りから始まる
水戸のまちなか再生
新しい局面へ

都市利便増進協定とは?水戸のまちなか大通り等魅力向上検討協議会とは

都市利便増進協定

■協定締結者
地域住民（地権者等）・
都市再生推進法人

■協定により定める事項（例）

市町村長による認定

地域の実情やニーズに応じた
ルールによるまちづくりが実現

水戸のまちなか 2020-2021年の取組イメージ 2050年までの長期ロードマップイメージ
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とても評判の良かった「まちで起業スクール」。
提供された資料や講義内容をテキスト化し、令和2
年度以降も起業家育成、水戸のまちなかの再生に活
かしていきたいと考えています。

合同まち歩き当日の午後、「水戸まちなかビ
ジネスプランコンテスト」を開催。
「まちで起業スクール」の講師陣を中心とす
る方々に審査員をお願いし、水戸の街の新
しい可能性を発見しました。

３月１５日、ワークショップ 「合同まち歩き・
交流会」を開催。
商店街の方々と出店希望者が、エリアのビ
ジョンやお店づくりのビジョンを共有し、仲
間意識を高める場づくりを行いました。

4月23日、南町2丁目商店街振興組合の総会にて、商
店街の方々に協力を要請しました。その後、若手の
会・イーグル会や理事会への具体的内容説明と商店
街の方々への開催案内配布を経て、10月8日に全体
説明会を開催しました。「ビジョンそのものは幅広く
考えたい」「皆で共有できるビジョンを」「エリアマ
ネージメントで金を産む仕掛けを」等の意見が出さ

れました。そして10月15日には『TRIX MAG.』を発行、より多くの方々に事業の概要を伝
え、参加を呼び掛けました。

10月17日、ワークショップ「まち歩き」を開催。裏通
りのみならず大通りも含め、このエリアが有するポテ
ンシャルを確認しました。かつての「街角ルネッサン
ス事業」で整備した、大通りから裏通りへの抜け道が
上手く使えないか。本来、地域に開放する目的で作ら
れた西洋倶楽部の１階部分を使いたい。駐車場やお
店の道路沿い部分に意外とスペースがあって使えそ

う…。11月1日には講義「水戸の街」を開催。水戸の街の素晴らしさを再認識しながら、私
たちの裏通りの可能性についても考えました。

11月12日、ワークショップ「街の課題」を開催。「まち
歩き」の結果や講義「水戸の街」で学んだことを振り
返りつつ、このエリアを良好な環境とするために、保
全すべき大切なものは何か。環境を阻害し取り除くべ
きものは何か。そして、足りないものは何か。皆で気
になることをまとめました。裏通りの電柱は地中化
できないか。通過交通は排除できないか。公園は整

備できないか・・。11月26日には、街の課題解決のために、どのような事業制度や事例が
あるのか、水戸市都市計画課の方からお話し頂きました。

12月10日は、いよいよワークショップ「ビジョンづく
り」の第一回。地図上に展開した街の課題を睨みな
がら、皆で大いに夢を語り合いました。二回目は1月
14日。商店街の黒澤理事長より、地域内の大手企業
勤務者のうち、マイカー通勤は２５％程度に留まるこ
とも報告されました。バリアフリーやユニバーサル
デザインは当然のこととして、ここで働く人たちが、

思わず寄り道したくなるような、歩行者優先の居心地の良い「裡ミト」づくりを、私たちな
りのビジョンとしてまとめました。

2月4日、商店街振興組合の理事会にて勉強会を開
催。ビジョンの案について一通りお話しました。そし
て、南町２丁目商店街の今後の対応が決まりました。
薄井副理事長を委員長、小山理事を副委員長とする
特別委員会で対応すること。特別委員会は、全理事と
イーグル会、市役所関係者、その他等が参加するこ
と。ビジョンの具体化に向け、前向きに検討するこ

と。これらを踏まえ、3月3日に特別委員会を開催。改めて、これまでの経緯とビジョン案
について、また、国や水戸市の動き、そして令和2年度の事業展開についてお話しました。

半年間に渡る勉強会を通して、商店街の方々の思い
を具体的な「絵」にしたビジョンが取りまとめられま
した。この経緯を冊子にまとめ、今後、勉強会に参加
出来なかった多くの方々にも伝えることで、都市利便
増進協定の締結等、地域全体での環境改善に向けた
機運の醸成を図りたいと思います。

まちで起業スクールの開講に先立ち、水戸商工会議
所との共催で「水戸まちなか空き店舗ツアー」を、7月
15日と11月4日に開催。当日は、水戸商工会議所のス
タッフから商圏情報や商店会情報、創業支援情報な
どを提供頂き、また香陵住販や建築士の方にも同
行、説明頂きました。多くの専門家と一緒に歩くこと
で、参加者からの質問に対し、的確な対応が出来まし

た。「説明が分かり易く、イメージがし易かった」「実際に空き店舗物件を見ることができ、
新しい発想やプランが浮かんできた」等、好評でした。

11月22日にスクール開講。最初の講師は「グロービス経営大学
院茨城水戸特設キャンパス」のリーダーであり、また「いばらき
スポーツタウン・マネジメント」の代表でもある川崎篤之氏に
よる「まちなかで起業すること」。なぜ起業するのか、なぜ水戸
なのか、なぜ今なのか。志の大切さを学びました。２回目は「お
店づくり」と題して、水戸のまちなかで10店舗もの服飾店を経

営する「アットワーク」の杉浦時彦代表と、居酒屋「ニューもっさん」など5店舗もの飲食店を
経営する「グローリー・アイ」の井川智司代表の豪華なダブルヘッダー。業種は違えど、お二人
とも「好き」を如何にビジネスに変え、自分色に染めることが出来るか、と語っていました。

3回目は、まちみとラボの三上靖彦代表によるまちづくり論
「水戸でまちづくりを考える」。水戸を元気にすることが、茨城
の元気、茨城の魅力向上に繋がること。水戸の歴史は、多くの
人が思っている以上に誇りに出来ること。そして、街を使い倒
すことの大切さ、などを学びました。４回目は、同じく三上靖
彦代表による「まちなかとお店」。まちなかでお店を始めるこ

と、これは団体戦です。一つのお店が一人勝ちしても、それだけでは長くは続きません。一
つひとつのお店が集まって、一つのエリアを形作っています。まちなかで起業し、お店を続
けるための、エリア全体での勝負について学びました。

年が明けた1月26日の第5回目は、ワークショップ「経営計
画・事業計画を作る」。講師は元水戸信用金庫の金融マンで
現在は登利庄の平松良崇代表と水戸商工会議所の天下井
博充さん。お二人とも、事業計画が優れていても事業が成功
するとは限らない、と言うことを百も承知。経営計画の作り
方や事業計画の作り方と言った、教科書的な基本を押さえ

ることはもちろん大切ですが、さらにその上の、より実践的な、本当の意味での「役に立つ
プランニング」とは。成功例と失敗例を数多く見てきた元金融マンと、たくさんの創業を
手助けしてきた商工会議所スタッフから、そのノウハウを伝授頂きました。

2月1日のスクールの最終回は、一級建築士の石井邦明さん
による「リノベーション」とグラフィックデザイナーの甲高美
徳さんによる「広報戦略」。せっかく素晴らしいプラン、素晴ら
しい商品、素晴らしいサービスを提供しようと思っても、それ
をお客様に良いイメージで伝えることが出来なくては、売り
上げには繋がりません。空き店舗を、お客さんにとって居心地

の良い空間にするリノベーション手法とは。また、チラシ一枚でお客さんのハートを鷲掴み
にする広報戦略とは。どちらもデザイン論ですが、デザインを考えることは、事業プランを
考えることに等しい、とのこと。デザインは、事業の本質を形にしたものである、と。
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令和元年度の取り組み、そして新たなステージへ

裡ミトづくり勉強会

裡ミトづくり
勉強会

株式会社まちみとラボ

裡ミトづくり勉強会は、水戸市中心市街地である南町2丁目の裏通りをターゲッ
トに、商店街振興組合の方々と議論を重ね、具体的なビジョンづくりにまで漕ぎ
着くことが出来ました。

まちで起業スクール

PROJECT REPORT

M E D I A  M I X  F R E E P A P E R

起業・出店予定者南町2丁目南側の裏通りを中心としたエリアに関係する方々

令和2年度
大通りと裏通りの環境改善、魅力向上に向けた『大通り等魅力向上検討協議会』設立へ

未来ビジョンの策定
（地域の特性の現況分析、地域の特性を踏まえた目指す姿、目指す姿に向けた施策と役割分担、目指す姿に向けたロードマップ、等）

社会実験・データ活用の実施　シティプロモーション・情報発信の実施

2019年10月15日 TRIX MAG. paper vol.3発行

大通りビジョン

裏通りビジョン
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2020年3月23日 TRIX MAG. paper vol.4発行
「裏通りから始まる水戸のまちなか再生　新しい局面へ」

「水戸市中心街のフックに̶。裏通りから表通り、そしてまちなか全体へ。」


